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※掲載されている情報は1月4日時点のものです。新型コロナウイルス感染拡大により延期または中止になる場合がございますので、詳細は学会HPなどをご確認ください。

■ お問い合わせ：日本コンベンションサービス株式会社　E-mail：stroke2022@convention.co.jp

【テーマ】明日へのシナリオ　【会　期】 3月17日（木）～19日（土）

【代表者】 第47回日本脳卒中学会学術集会：宮本 享（京都大学)　第51回日本脳卒中の外科学会学術集会：清水 宏明（秋田大学）

第38回スパズム・シンポジウム：森岡 基浩（久留米大学）【会　場】グランキューブ大阪  大阪府大阪市

STROKE2022　第47回日本脳卒中学会学術集会
第51回日本脳卒中の外科学会学術集会　第38回スパズム・シンポジウム（WEB併用）

ますますのご発展を祈念いたします

　
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
、

多
く
の
放
射
線
治
療
専
門
医

を
全
国
に
輩
出
し
て
き
た
群

馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
腫
瘍
放
射
線
学
講
座
。
大

野
達
也
教
授
は
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
先

進
的
治
療
と
研
究
、
教
育
に

力
を
入
れ
た
い
と
語
る
。

─
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
。　

　
１
９
５
９
年
の
開
講
以
来
、

一
貫
し
て
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
、
多
く
の
放
射
線
治
療

専
門
医
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
医
療
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際

活
動
を
通
じ
た
ア
ジ
ア
地
域

の
放
射
線
治
療
標
準
化
と
人

材
育
成
に
取
り
組
み
、
海
外

の
先
進
的
医
療
機
関
や
産
業

界
と
連
携
し
て
重
粒
子
線
治

療
の
新
た
な
研
究
開
発
に
も

努
め
て
い
ま
す
。　

　
本
学
の
重
粒
子
線
治
療
は
、

２
０
１
０
年
に
先
進
医
療
と

し
て
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
大
学
病
院
に
設
置
さ

れ
た
施
設
と
し
て
は
国
内
初
、

世
界
で
も
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
大
学
に
次
ぎ
２
番

目
で
す
。
国
内
で
は
そ
れ
ま

で
、
研
究
所
の
附
属
施
設
や

放
射
線
科
の
単
科
病
院
で

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
術
や

薬
物
療
法
な
ど
と
の
併
用
療

法
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、
が

ん
以
外
の
併
存
疾
患
に
よ
っ

て
は
自
施
設
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
と
い
っ
た
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

群
馬
大
学
は
、
外
科
や
内

科
な
ど
の
集
学
的
治
療
に
関

連
す
る
診
療
科
だ
け
で
な
く
、

口
腔
（
こ
う
く
う
）
ケ
ア
、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、
緩

和
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
が

ん
診
療
に
必
要
な
医
療
チ
ー

ム
が
充
実
し
て
お
り
、
が
ん

以
外
の
併
存
疾
患
に
対
し
て

も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で

き
る
点
で
、
大
き
な
強
み
を

有
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

─
講
座
の
特
徴
は
。　

　

放
射
線
治
療
は
、
全
臓
器

の
が
ん
、
小
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
幅
広
く
対
象
と
な
り
、

が
ん
の
根
治
か
ら
痛
み
の
改

善
の
よ
う
な
症
状
緩
和
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
用
い
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
超
高
齢
社
会
の
中
、
低

侵
襲
の
放
射
線
治
療
に
は
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
画
像
情
報
に
基

づ
き
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
狙
う

高
精
度
照
射
技
術
が
百
花
繚

乱
の
ご
と
く
現
れ
、
標
的
の

が
ん
に
対
し
て
よ
り
強
く
、

周
囲
の
健
常
臓
器
に
は
よ
り

優
し
い
照
射
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
役
割
は
、

治
療
手
段
と
し
て
の
放
射
線

を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
、
患

者
さ
ん
の
価
値
観
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
根
拠
に
基
づ
き

安
全
で
高
品
質
の
治
療
を
提

供
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く

常
に
課
題
に
挑
戦
し
、
目
前

の
、
そ
し
て
未
来
の
患
者
さ

ん
の
た
め
に
放
射
線
治
療
の

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

基
礎
研
究
で
は
、
が
ん
ゲ

ノ
ム
（
情
報
）
を
活
用
し
た

放
射
線
治
療
の
個
別
最
適
化
、

免
疫
療
法
併
用
を
含
む
集
学

的
治
療
開
発
、
重
粒
子
線
治

療
の
高
度
化
や
、
適
応
拡
大

に
関
す
る
研
究
な
ど
、
Ａ
Ｉ

も
駆
使
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

臨
床
研
究
で
は
、
国
内
臨

床
研
究
グ
ル
ー
プ
や
国
際
臨

床
試
験
に
参
加
し
、
放
射
線

治
療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多

職
種
協
働
で
患
者
さ
ん
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
の
研
究
や
、
経
済

学
の
専
門
家
と
医
療
経
済
評

価
を
行
う
分
野
融
合
型
研
究

な
ど
、
広
い
視
野
に
基
づ
く

研
究
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

─
今
後
は
。　

　
魅
力
あ
る
人
材
の
育
成
は
、

最
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
専
門
教
育
の
講
義
や
実

習
で
は
、
学
生
に
「
何
を
教

え
た
か
」
よ
り
も
、
学
生
が

「
何
を
学
ん
だ
か
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
卒
後
研
修
で

は
、
早
期
よ
り
国
際
学
会
な

ど
に
参
加
し
、
世
界
の
高
い

レ
ベ
ル
や
多
様
な
観
点
を
学

べ
る
よ
う
支
援
し
、
放
射
線

治
療
専
門
医
と
大
学
院
の
学

位
を
取
得
す
る
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。「
が
ん
治
療

に
携
わ
り
た
い
」「
地
域
医
療

で
活
躍
し
た
い
」
な
ど
選
択

の
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
多
様
性
と
将
来
性
に

富
ん
だ
当
講
座
の
魅
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
未
来
の
放
射

線
医
学
を
担
う
人
材
を
育
て

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

大
学
は
、
研
究
を
通
じ
て

新
た
な
知
を
創
造
し
て
い
く

場
で
す
が
、
そ
れ
は
社
会
に

必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
の

変
化
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、

社
会
の
中
で
価
値
を
創
造
し

て
い
け
る
よ
う
仲
間
と
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

● 群馬大学大学院医学系研究科 腫瘍放射線学講座　前橋市昭和町3-39-15　☎027-220-7111（代表）　https://radiology.dept.med.gunma-u.ac.jp/
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1993 年群馬大学医学部卒業。同附属病院、栃木県立がんセン
ター、埼玉県立がんセンター、放射線医学総合研究所重粒子医
科学センター病院（現：QST 病院）などを経て、2019 年から現職。

群馬大学大学院医学系研究科
腫瘍放射線学講座

日本の放射線治療をリードし、世界へ！
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